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このドキュメントの使用法

このセクションでは、システムの最新のファームウェアとソフトウェア、ドキュメ
ントとフィードバック、およびドキュメント変更履歴の入手方法を説明します。

■ 7ページの「Sun Blade X4-2Bモデル名」
■ 7ページの「最新のファームウェアおよびソフトウェアの取得」
■ 8ページの「ドキュメントとフィードバック」
■ 8ページの「このドキュメントについて」
■ 9ページの「サポートとトレーニング」
■ 9ページの「寄稿者」
■ 9ページの「変更履歴」

Sun Blade X4-2Bモデル名
名前は、次を示します。

名前は次の Sun Blade X4-2Bサーバーモジュールを識別します。

■ 1:アルファベットのXは x86製品を示します。
■ 2:最初の数字 4はサーバーの世代を示します。
■ 3: 2番目の数字 2は、プロセッサの数を示します。
■ 4:アルファベットの Bは、製品がブレードサーバーであることを示します。

最新のファームウェアおよびソフトウェアの取得
Oracle x86サーバー、サーバーモジュール (ブレード)、およびブレードシャーシの
ファームウェア、ドライバ、およびその他のハードウェア関連ソフトウェアは、定
期的に更新されています。

最新バージョンは次の 3つのうちいずれかの方法で入手できます。

■ Oracle System Assistant -これは、Sun Oracle x86サーバー用の、出荷時にインス
トール済みのオプションです。OSAは必要なすべてのツールとドライバを備えて
おり、ほとんどのサーバーに取り付けられているUSBドライブに格納されていま
す。

■ My Oracle Support – http://support.oracle.com
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■ 物理メディアのリクエスト

詳細については、51ページの「サーバーファームウェアおよびソフトウェアの更新
の入手」を参照してください。

ドキュメントとフィードバック

ドキュメント リンク

すべてのOracle製品 http://www.oracle.com/documentation

Sun Blade X4-2Bサーバーモジュール http://www.oracle.com/goto/X4-2B/docs

X4サーバーシリーズのシステム管理 Oracle x86 X4シリーズサーバーの管理ガイド
(http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/
docs)

Oracle System Assistant Oracle x86 X4シリーズサーバーの管理ガイド
(http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/
docs)

Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.1 http://www.oracle.com/goto/ILOM/docs

Oracle Hardware Management Pack http://www.oracle.com/goto/OHMP/docs

シャーシ Sun Blade 6000モジュラーシステム http://www.oracle.com/goto/SB6000/docs

このドキュメントについてのフィードバックは http://www.oracle.com/goto/

docfeedbackからお寄せください。

このドキュメントについて
このドキュメントセットは、PDFおよびHTMLの両形式で入手できます。情報はト
ピックに基づく形式 (オンラインヘルプと同様)で表示されるため、章、付録、およ
びセクション番号は含まれません。

特定のトピック (ハードウェア設置やプロダクトノートなど)に関するすべての情報
が含まれる PDFを生成するには、HTMLページの左上にある PDFボタンをクリック
します。

ドキュメントとフィードバック

Sun Blade X4-2Bプロダクトノート • 2013年 9月8

http://www.oracle.com/documentation
http://www.oracle.com/goto/X4-2B/docs
http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs
http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs
http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs
http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs
http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs
http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs
http://www.oracle.com/goto/ILOM/docs
http://www.oracle.com/goto/OHMP/docs
http://www.oracle.com/goto/SB6000/docs
http://www.oracle.com/goto/docfeedback
http://www.oracle.com/goto/docfeedback


サポートとトレーニング
次のWebサイトに追加のリソースがあります。

■ サポート: http://support.oracle.com
■ トレーニング: http://education.oracle.com

寄稿者
主著者: Lisa Kuder、Ray Angelo、Mark McGothigan

寄稿者: Mike Ma、Qing-su Hu、Lu Wei、Cynthia Chin-Lee、Michael Tabor、Ralph
Woodley

変更履歴
次の一覧はこのドキュメントセットのリリース履歴です。

■ 2013年 9月初版。

変更履歴
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Sun Blade X4-2Bプロダクトノートの概要

『Sun Blade X4-2Bプロダクトノート』には、本サーバーに関する情報 (ソフト
ウェア、ハードウェア、ファームウェア、および BIOSに関する注意や問題点を含
む)が記載されています。

注 –このドキュメントには、ドキュメントの発行時点でのサーバーの正確な情報が記
載されています。最新の情報は、次のオンライン Sun Blade X4-2Bライブラリで入手
できます。

http://www.oracle.com/goto/X4-2B/docs

説明 リンク

サーバーでサポートされているコンポーネン
ト、ファームウェア、ソフトウェアに関する
情報です。

13ページの「システムのハードウェア機能とソフ
トウェア機能」

ハードウェア、ファームウェア、および
BIOSに関する注意と問題点を確認します。

21ページの「ハードウェア、ファームウェア、お
よび BIOSに関する現時点での問題点」

Oracle System Assistantに関する問題点と回避
方法の一覧です。

27ページの「Oracle System Assistantの現時点での問
題点」

Linux OSに関する問題点と回避方法の一覧で
す。

33ページの「Linuxの現時点での問題点」

Oracle VM、およびVMware ESXiに関する問
題点と回避方法の一覧です。

39ページの「Oracle VMおよびVMware ESXiに関す
る問題」

Oracle Solarisに関する問題点と回避方法の一
覧です。

43ページの「Oracle Solarisの問題点」

Windowsに関する問題点と回避方法の一
覧。

47ページの「Windowsに関する問題」

サーバーのファームウェアとソフトウェアの
取得方法に関する情報です。

51ページの「サーバーファームウェアおよびソフ
トウェアの更新の入手」
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http://www.oracle.com/goto/X4-2B/docs


12



システムのハードウェア機能とソフト
ウェア機能

次の各セクションでは、Sun Blade X4-2Bのハードウェア構成要件とソフトウェア機
能について説明します。

■ 14ページの「ファームウェアのリリース履歴」
■ 14ページの「Sun Blade 6000モジュラーシステム環境」
■ 17ページの「サポートされているサーバーモジュールコンポーネント」
■ 19ページの「サポートされているオペレーティングシステム」
■ 19ページの「サーバーの更新情報」
■ 20ページの「Integrated Lights Out Manager (ILOM)」

サポートされるファームウェアのリビジョン
サーバーファームウェアのバージョンは、既知の問題を修正するために必要に応じ
て更新されるため、サポートされるファームウェアのバージョンは時間とともに変
わります。

サポートされるファームウェアバージョンに関する最新情報については、Oracle
System AssistantのReadMeファイルを参照してください。ReadMeファイルにアクセ
スするには、「Oracle System Assistant System Overview」ページで「Help」ボタンをク
リックしてから、「Release Notes」をクリックします。ReadMeファイルに最新の
ファームウェアバージョンの情報が確実に含まれるようにするには、サーバーに使
用可能な最新のソフトウェアリリースでOracle System Assistantを更新します。

ReadMeファイルは、My Oracle Supportで最上位のReadMeとしてもアクセスできま
す (My Oracle Supportからダウンロードする任意のサーバーソフトウェアパッケージ
に含まれています)。ダウンロード手順については、51ページの「サーバーファーム
ウェアおよびソフトウェアの更新の入手」を参照してください。
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ファームウェアのリリース履歴
次の表に、リリースされたサーバーファームウェアのバージョン一覧を示します。

注 –最新のシステムソフトウェアリリースにアップグレードすることをお勧めしま
す。これにより、システムでサポートされる最新のファームウェア、BIOS、および
ドライバを入手できます。システムの最新ソフトウェアリリースをダウンロードす
るには、http://support.oracle.comにアクセスしてください。

システムソフトウェアリ
リース

Oracle ILOM SPファーム
ウェア システムBIOS CPLD

1.0 3.1.2.34 (r82635) 28001700 3.2

Sun Blade 6000モジュラーシステム環境
Sun Blade X4-2Bは、3つの Sun Blade 6000モジュラーシステムシャーシ、すなわち
A90-B、A90-D、および 7105379でサポートされています。一部の構成では、Sun
Blade X4-2Bを取り付けたとき、シャーシでサポートされるNEM、サーバーモ
ジュール、PCIe ExpressModuleが異なることがあります。

注 –使用しているシャーシモデルを確認するには、Sun Blade 6000モジュラーシステ
ムに関するサービスマニュアルを参照してください。

次の各トピックで、各シャーシでサポートされているコンポーネントと構成につい
て説明します。

■ 14ページの「A90–Bシャーシでサポートされているコンポーネント」
■ 15ページの「A90–Dまたは 7105379シャーシでサポートされているコンポーネン
ト」

■ 16ページの「サポートされている PCIe ExpressModule」

A90–Bシャーシでサポートされているコンポーネ
ント
Sun Blade X4-2BをA90–B Sun Blade 6000モジュラーシステムシャーシで使用するに
は、次の構成が必要です。

■ PCIe 2.0ミッドプレーン
■ シャーシソフトウェアの最小リリース: 3.3.3

ファームウェアのリリース履歴
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次の表に、Sun Blade X4-2Bを取り付けたとき、A90–Bシャーシでサポートされる
NEM、ストレージモジュール、サーバーモジュールの一覧を示します。

注 –次の一覧に含まれていないサーバーモジュールやNEMがシャーシに取り付けら
れている場合は、必ずそれらのコンポーネントを取り外してから Sun Blade X4-2Bを
取り付ける必要があります。

サポートされているNEM1

■ Sun Blade 6000 10p GbE Pass-Thru NEM (X4250A-N)
■ Sun Blade 6000 Ethernet Switched NEM 24p 10 GbE (X2073A-N)

1 各NEMで、追加の FEMおよびREMのサポートが必要になることもあります。17ページの「NEMに必要な FEMと
REM」を参照してください。

サポートされているサーバーモジュール

■ SPARC T3-1Bサーバーモジュール

■ SPARC T4-1Bサーバーモジュール

■ SPARC T5-1Bサーバーモジュール

■ Sun Blade T6320サーバーモジュール

■ Sun Blade T6340サーバーモジュール

■ Sun Blade X6270サーバーモジュール

■ Sun Blade X6270 M2サーバーモジュール

■ Sun Blade X3-2B

■ Sun Blade X4-2B

■ Sun Blade T6300サーバーモジュール (注:このサーバーモジュールは、Sun Blade 6000 10p GbE
Pass-Thru NEMのみをサポートしています)

注 – Sun Blade Storage Module M2は、Sun Blade X4-2Bでストレージリソースとしてサ
ポートされません。

A90–Dまたは7105379シャーシでサポートされて
いるコンポーネント
Sun Blade X4-2BをA90–Dまたは 7105379 Sun Blade 6000モジュラーシステムシャーシ
で使用するには、次の構成が必要です。

A90–Dまたは 7105379シャーシでサポートされているコンポーネント
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■ PCIe 2.0ミッドプレーン
■ サポートされているシャーシソフトウェアの最小リリース: 4.2

次の表に、Sun Blade X4-2Bを取り付けたとき、A90–Bまたは 7105379シャーシでサ
ポートされるNEM、ストレージモジュール、サーバーモジュールの一覧を示しま
す。

注 –次の一覧に含まれていないサーバーモジュールやNEMがシャーシに取り付けら
れている場合は、必ずそれらのコンポーネントを取り外してから Sun Blade X4-2Bを
取り付ける必要があります。

サポートされているNEM 1

■ Sun Blade 6000 10p GbE Pass-Thru NEM (X4250A-N)

■ Sun Blade 6000 Ethernet Switched NEM 24p 10 GbE (X2073A-N)

■ Sun Blade 6000 40 GbE Virtualized NEM (7100090)

注 –このNEMのCMM要件については、シャーシのプロダクトノートを参照してください。
1 各NEMで、追加の FEMおよびREMのサポートが必要になることもあります。17ページの「NEMに必要な FEMと

REM」を参照してください。

サポートされているサーバーモジュール

■ SPARC T3-1Bサーバーモジュール
■ SPARC T4-1Bサーバーモジュール
■ SPARC T5-1Bサーバーモジュール
■ Sun Blade X4-2B
■ Sun Blade X6275 M2 GbEサーバーモジュール
■ Sun Blade X6275 M2 10 GbEサーバーモジュール

注 – Sun Blade Storage Module M2は、Sun Blade X4-2Bでストレージリソースとしてサ
ポートされません。

サポートされているPCIe ExpressModule
A90--B、A90-B、または 7105379 Sun Blade 6000モジュラーシステムシャーシに取り付
けられた Sun Blade X4-2Bでは、次の PCIe ExpressModule (PCIe EM)がサポートされて
います。

サポートされている PCIe ExpressModule
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種類 サポートされているPCIe EM

ギガビット Ethernetとファイバ
チャネル

■ デュアル 8Gbファイバチャネルとデュアル 1 GbE (Emulex)

■ デュアル 8Gbファイバチャネルおよびデュアル 1 GbE
(QLogic)

■ デュアル 16 Gbファイバチャネルまたはデュアル 10 GbE
HBA (QLogic)
次のいずれかのトランシーバが必要です。

■ Sun Storage 16 Gb FCショートウェーブ光学式
■ Sun Storage 16 Gb FCoEショートリーチ光学式

ギガビット Ethernet ■ Sun Quad Port GbE PCIe 2.0 ExpressModule、MMF
■ Sun Quad Port GbE PCIe 2.0 ExpressModule、UTP

10ギガビット Ethernet ■ Sun Dual 10GbE SFP+ PCIe 2.0 ExpressModule
■ Sun Dual Port 10GBase-T ExpressModule

SASホストバスアダプタ (HBA) 6Gb/s SAS2 ExpressModule HBA

Infiniband Sun InfiniBand QDR Host Channelアダプタ PCIe Express Module

サポートされているサーバーモジュールコンポーネント
次の各トピックで、サーバーに取り付けるサポートされているコンポーネントにつ
いて説明します。

■ 17ページの「NEMに必要な FEMとREM」
■ 18ページの「サポートされているCPU」
■ 18ページの「サポートされているメモリー」
■ 18ページの「サポートされているストレージドライブ」

NEMに必要な FEMとREM
次の表に、NEMをサポートするために、サーバーモジュールに取り付ける必要があ
るファブリック拡張モジュール (FEM)を示します。

注 –シャーシモデルに基づいたNEM要件については、14ページの「Sun Blade 6000モ
ジュラーシステム環境」セクションの関連するトピックを参照してください。

サポートされているNEM 必要な FEM

Sun Blade 6000 10p GbE Pass-Thru NEM (X4250A-N) FEM必要なし。

NEMに必要な FEMと REM
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サポートされているNEM 必要な FEM

Sun Blade 6000 Ethernet Switched NEM 24p 10 GbE (X2073A-N) X4871A-Z

Sun Blade 6000 40 GbE Virtualized NEM (7100090) 7100283 (ATO)

7100633 (PTO)

サポートされているCPU
次の表に、サポートされているCPUの一覧を示します。

サポートされているCPU

■ Intel Xeon E5-2697 V2 (12コア、2.7 GHz、130W)
■ Intel Xeon E5-2690 V2 (10コア、3.0 GHz、130W)
■ Intel Xeon E5-2650 V2 (8コア、2.6 GHz、95W)
■ Intel Xeon E5-2630 V2 (6コア、2.6 GHz、80W)
■ Intel Xeon E5-2609 V2 (4コア、2.5 GHz、80W)

サポートされているメモリー
全部で 24個 (CPUごとに 12スロット)の ECCメモリースロット付きレジスタード
DDR3 DIMM。次の表に、サポートされているメモリーの一覧を示します。

サポートされているメモリー

■ 8 GB DDR3 LV RDIMM
■ 16 GB DDR3 LV RDIMM

サポートされているストレージドライブ
サーバーには 4基の SAS/SATA 2.5インチディスクベイが搭載されており、ハードド
ライブ (HD)および半導体ドライブ (SSD)を装着できます。次の表に、サポートされ
ているストレージドライブの一覧を示します。

サポートされているストレージドライブ

■ 300 GB 10000 rpm SAS-2 HDD
■ 600 GB 10000 rpm SAS-2 HDD
■ 1.2 TB 10000 rpm SAS-2 HDD
■ 400 GB SATA3 SSD

サポートされている CPU
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サポートされているオペレーティングシステム
次に、Sun Blade X4-2Bでサポートされているオペレーティングシステムを示しま
す。

■ Oracle Linux 6.3 for x86 (64ビット)とOracle Unbreakable Enterprise Kernel for Linux
■ Oracle Linux 5.9および 6.4 for x86 (64ビット)とOracle Unbreakable Enterprise Kernel

for LinuxまたはRed Hatと互換性のあるカーネル
■ Oracle Solaris 10 1/13
■ Oracle Solaris 11.1 (インストール済みオプションとしても使用可能)
■ RHEL 5.9、6.4
■ SLES 11 SP2
■ Oracle VM 3.2 (3.2.1、3.2.2、3.2.3、3.2.4) (3.2.1インストール済みオプションとして
も使用可能)

■ VMware ESXi 5.0 update 2および 5.1 update 1
■ Windows Server 2008 SP2、Windows Server 2008 R2 SP1、Windows Server 2012

サーバーの更新情報
サポート維持、機能拡張、問題修正のためのサーバーの更新が公開されていま
す。これらの更新には、新バージョンのファームウェア (BIOSおよび SP/Oracle
ILOM)、新しくリリースされたツールやドライバ、その他のパッケージコンポーネ
ントに対する更新が含まれます。更新がリリースされると、更新のReadMeファイル
に変更内容の詳細が記述されます。ReadMeファイルは、次のソースで入手できま
す。

■ Oracle System Assistant (「System Information」ページの「Help」ボタンをク
リック)。

■ Readmeの概略としてのMy Oracle Support (MOS)。
■ MOSからダウンロードしたサーバーパッケージに同梱。

関連情報
■ 51ページの「サーバーファームウェアおよびソフトウェアの更新の入手」
■ 20ページの「Integrated Lights Out Manager (ILOM)」

サーバーの更新情報
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Integrated Lights Out Manager (ILOM)
各サーバーモジュールの計算ノードにはサービスプロセッサ (SP)が含まれていま
す。SPにはOracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)がインストールされてお
り、これによって、IPMI 2.0準拠のリモートサーバー管理機能が提供されます。

次のインタフェースによって、Oracle ILOMに対するネットワークアクセスが提供さ
れます。

■ サーバーモジュールノードのサービスプロセッサ (SP)またはシャーシモニタリン
グモジュール (CMM)を介した Integrated Lights Out Manager (ILOM)

■ シリアル接続を使用したローカルの ILOMコマンド行のアクセス
■ ミッドプレーンへの 10/100管理 Ethernetポート
■ IP経由のリモートのキーボード、ビデオ、マウス、およびストレージ (KVMS)

関連情報

ILOMの詳細については、ILOM 3.1ドキュメントライブラリ (http://
www.oracle.com/goto/ILOM/docs)を参照してください。

Integrated Lights Out Manager (ILOM)
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ハードウェア、ファームウェア、および
BIOSに関する現時点での問題点

このセクションの各トピックでは、Sun Blade X4-2Bにおける、ハード
ウェア、ファームウェア、および BIOSに関する問題点について説明します。次の表
は、このセクションで取り扱う問題点の一覧です。

問題点へのリンク 回避方法

22ページの「PCIe EMスロット 0の特定の PCIe ExpressModuleによる
ウォームリセットでエラーが発生する可能性がある (16798624および
17210462)」

はい

22ページの「UEFIブート変数を管理するためにオペレーティングシステ
ムツールまたはユーティリティーを使用しない (15818528)」

はい

23ページの「チャネルの 1つのDIMMにUEがある場合、ほかのDIMM
にエラーが発生する可能性がある (16181966)」

なし

23ページの「2つの PCIe EMのホットプラグにより、訂正可能なエ
ラーメッセージが生成される可能性がある (15752501)」

なし

23ページの「SPとホストは同時にリブートしない (16346073)」 なし

23ページの「Oracle ILOM restore_statusパラメータに一部のステータスが
表示される (7167938)」

はい

24ページの「Oracle ILOM 3.1は、Oracle Solaris 10 1/13および Solaris 11.1オ
ペレーティングシステムによって診断された障害のクリアをサポートしな
いことがある (7170842)」

はい

25ページの「ドライブのスロット装着と仮想ドライブの作成に関する
Oracleの推奨事項 (7124194)」

該当なし

25ページの「Cisco製のスイッチを使用していると PXEブートに失敗する
(7149683)」

はい

26ページの「UEFIモードとレガシーモード間の移行中にUEFIブートリス
トの設定が失われることがある (7080526)」

はい
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PCIe EMスロット0の特定のPCIe ExpressModuleによる
ウォームリセットでエラーが発生する可能性がある
(16798624および17210462)

デュアル 8Gbファイバチャネルおよびデュアル 1 GbE (QLogic)または Sun InfiniBand
QDR Host Channelアダプタ PCIe ExpressModuleが、シャーシの PCI EMスロット 0に
取り付けられており、ブレードがリセットされた場合、SPに障害が記録されること
があります。次に例を示します。

fault.cpu.intel.l2cache on /SYS/MB/P0

システムは PCIeカードが回復するまで複数回自動リブートし、その後に正常にリ
ブートします。

▼ UEFIブート変数を管理するためにオペレーティン
グシステムツールまたはユーティリティーを使用
しない (15818528)
Unified Extensible Firmware Interface (UEFI)モードでのオペレーティングシステムのイ
ンストール中に、オペレーティングシステムインストーラが、ブートするオペ
レーティングシステムを選択するための BIOSメニューで使用されるUEFIブート変
数を作成します。

オペレーティングシステムインストーラによって作成されるブート変数が失われる
のを回避するために、これらのブート変数の管理 (作成、変更、または削除)にはど
のオペレーティングシステムツールまたはユーティリティーも使用するべきではあ
りません。ブート変数が失われると、ユーザーがオペレーティングシステムを
ブートできなくなります。

回避方法

UEFIブート変数が失われた場合は、新しいUEFIブート変数を作成するためにオペ
レーティングシステムを再インストールします。

●

PCIe EMスロット 0の特定の PCIe ExpressModuleによるウォームリセットでエラーが発生する可能性がある (16798624および
17210462)
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チャネルの1つのDIMMにUEがある場合、ほかのDIMM
にエラーが発生する可能性がある (16181966)

DIMMの訂正不可能な (UE)エラーに対しては次の動作が予想されます。

■ 1つのチャネルのDIMM 0にUEがある場合、そのマッピングが解除されます。続
いて、同じチャネルのDIMM1およびDIMM2にトレーニングエラーが発生し、同
様にマッピングが解除されます。最終的に、チャネル全体が無効になります。

■ 1つのチャネルのDIMM1またはDIMM2にUEがある場合、障害のあるDIMMは
マッピングが解除されますが、ほかのDIMMは影響を受けません。

これらのいずれの場合でも、マッピング解除されたDIMMでメモリーパトロールス
クラブエラーが発生する可能性があります。

2つのPCIe EMのホットプラグにより、訂正可能なエ
ラーメッセージが生成される可能性がある (15752501)

MPS値が異なる 2つの PCIe EMを同じスロットに連続してホットプラグすると、OS
が多くの訂正可能なエラー (CE)メッセージを報告します。

MPS値は 1回だけ自動ネゴシエートできます。最初の PCIe EMとネゴシエートした
値は、2つ目の PCIe EMで必要とされる値と異なることがあります。そのような不一
致によって、CEメッセージが発生することがあります。

SPとホストは同時にリブートしない (16346073)
ホストのリブート中に、サービスプロセッサ (SP)をリブートしようとすると、BIOS
がハングアップすることがあります。

▼ Oracle ILOM restore_statusパラメータに一部のス
テータスが表示される (7167938)
Oracle ILOM UEFI BIOS構成がロードされるとき、構成ファイルに入力ミスや非アク
ティブパラメータ (BIOSの現バージョンでは無効になっているパラメータ)が含まれ
ていることがあります。結果として、1つ以上のパラメータのロードに失敗すること
があります。

これが発生すると、Oracle ILOMの /System/BIOS/Config/restore_statusパラメータ (最
後に実行された構成ファイルのロードのステータスを保持している)によって、構成
ファイルのロードが不完全な復元として報告されま

SPとホストは同時にリブートしない (16346073)
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す。/System/BIOS/Config/restore_statusパラメータの値は、Oracle ILOM UEFI BIOS構
成ファイルが次回ロードされるまで変更されません。

回避方法:

テキストエディタを使用して、次のような内容のファイルを作成します。
<BIOS>

</BIOS>

.xml拡張子でファイルを保存します。

構成をロードするには、次のコマンドを入力します。
-> load -source URI_location/file_name.xml /System/BIOS/Config

ここで、URI_locationはパス、file_name.xmlは直前の手順で作成したファイルです。

ホストの電源が入っている場合は、次のコマンドを入力してホストをリセットしま
す。
-> reset /System

▼ Oracle ILOM 3.1は、Oracle Solaris 10 1/13および
Solaris 11.1オペレーティングシステムによって診
断された障害のクリアをサポートしないことがあ
る (7170842)
Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.1は、次のOracle Solarisオペレーティン
グシステムによって診断された障害をクリアできないことがあります。

■ Oracle Solaris 10 8/11
■ Oracle Solaris 11 11/11

回避方法:

次のいずれかを実行します。

■ Oracle Solaris OSを使用して障害をクリアします。

■ Oracle ILOM CLIの faultmgmtシェルから次の手順を実行します。

a. 「fmadm faulty」の出力から障害のUUIDを確認します。

b. 「fmadm acquit<UUID>」と入力して障害をクリアします。

1

2

3

4

●

SPとホストは同時にリブートしない (16346073)
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ドライブのスロット装着と仮想ドライブの作成に関する
Oracleの推奨事項 (7124194)

ブレードサーバーは特別なアーキテクチャーを採用しているため、ディスクサブシ
ステムを構成する際には留意しなければならない重要な点が多数あります。これら
には、ドライブのタイプの選択 (SAS、SSD)とサーバーモジュール内でのそれらのド
ライブの場所が含まれます。大半のサーバーモジュールの内蔵ディスクは 1つの
ポートによって接続されており、最大動作速度は 3Gビット/秒です。

注 – Sun Blade 6000ストレージモジュールは、Sun Blade X4-2Bサーバーモジュールでサ
ポートされていません。

デュアルポートドライブは耐障害性が強化されており、プライマリポートで障害が
発生してもドライブがオンラインのまま維持されます。現在、SASドライブが
デュアルポートをサポートしています。SATAと SATA SSDドライブはシングル
ポートです。

システムを構成する際には、さまざまなサーバーモジュールとドライブタイプを考
慮に入れた上で、次の点に配慮する必要があります。

■ 各仮想ドライブは同じインタフェースを持つドライブだけ (たとえば、SASドライ
ブのみ、または SATA SSDドライブのみ)で構成する必要があります。

■ 専用ホットスペアのみを使用します。別の障害ドメインからアクセスできる場合
は、グローバルなホットスペアを使用してはいけません。

■ 専用ホットスペアには、同じ障害ドメインに属するドライブグループだけを含め
る必要があります。そうすることで、任意のドメイン用に「仮想」グローバル
ホットスペアを作成できます。

■ Sun Blade X4-2Bでは、SASと SATAの両タイプのドライブをサポートしています
が、サーバーモジュールで使用した場合、SASドライブは最大速度では動作せ
ず、2つ目のポートを使用できません。

■ SASドライブと SATAドライブはサーバーモジュール内では混在してもかまいま
せんが、仮想ドライブではどちらか一方のタイプに統一する必要があります。た
とえば、1つの Sun Blade X4-2B内に、2ドライブの SAS RAID 1と 2ドライブの
SATA-SSD RAID 1を混在させることができます。

▼ Cisco製のスイッチを使用しているとPXEブートに
失敗する (7149683)
Cisco製のスイッチを使用している場合、サーバーの PXEブートに失敗します。この
問題には、次の 2つの回避方法があります。

ドライブのスロット装着と仮想ドライブの作成に関するOracleの推奨事項 (7124194)
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次のいずれかを実行します。

■ スイッチのシリアルコンソールに execモードでログインし、スパニングツリーを
オフにします。

Router(config)#no spanning-tree

■ 次のコマンドを入力してPortfast拡張機能を有効にします。

注 – PortfastはCiscoのスパニングツリー拡張機能で、ポートを、ブロック/無効/学
習中/リッスン中の各状態から転送状態へと移行させることができます。Portfast
を有効にすると、各デバイスは、ポートの初期化が終了次第、データを送受信で
きるようになります。

Switch>enable Switch#configure terminal Switch(config)#spanning-tree

portfast default

変更した内容を確認するため、次のコマンドを実行します。

Switch#show spanning-tree interface GigabitEthernet 0/48 portfast

▼ UEFIモードとレガシーモード間の移行中にUEFI
ブートリストの設定が失われることがある
(7080526)
BIOSモードをUEFIブートとレガシーブート間で切り替えると、Unified Extensible
Firmware Interface (UEFI)ブート優先度設定が失われることがあります。2つの BIOS
モード間での切り替えが発生する 1つのケースとして考えられるのは、レガ
シーブートモードでしか動作しない PCチェックユーティリティーにアクセスする必
要がある場合です。必ずUEFI構成設定を保存してから、UEFI BIOSモードとレガ
シー BIOSモード間で切り替えを行なってください。

ueficonfigアプリケーションを使用して構成設定を保存してから、BIOSモードを切
り替えます。

UEFIモードに復帰したら、BIOS構成設定を復元します。
UEFI構成設定の保存に関する情報および手順については、次にあるOracle Integrated
Lights Out Manager (ILOM) 3.1ドキュメントライブラリの『Oracle ILOM 3.1構成および
保守ガイド』を参照してください。

http://www.oracle.com/goto/ILOM/docs

●

1

2

ドライブのスロット装着と仮想ドライブの作成に関するOracleの推奨事項 (7124194)
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Oracle System Assistantの現時点での問題
点

このセクションの各トピックでは、Sun Blade X4-2BにおけるOracle System Assistantの
問題点について説明します。次の表は、このセクションで取り扱う問題点の一覧で
す。

問題点へのリンク 回避方法

27ページの「サーバーにハードディスクがないとファームウェアの更新
タスクが失敗する (7178868)」

はい

28ページの「ユーザーは SPを更新するためにフル管理者ロール特権が必
要である (7158820)」

該当なし

28ページの「一部のオペレーティングシステムでOracle System Assistant
USBデバイスをマウントできない」

はい

28ページの「Oracle System Assistantが「user」というユーザー名をサ
ポートしていない (7153741)」

はい

29ページの「Windows 2008で仮想 Ethernetデバイスがインストールされ
ていないと報告される (7129124)」

はい

29ページの「Oracle System Assistantを使用して Sun Storage 6 Gb SAS PCIe
HBAをレガシー BIOSファームウェアからUEFI BIOSファームウェアに更
新できない (7123372)」

はい

30ページの「Windowsダウンロードファイルを解凍するとき「Path too
Long (パス名が長過ぎる)」エラーが発生する (7116803)」

はい

31ページの「「Launch」ボタンを使用してOracle System Assistantを起動す
るとOracle ILOM Webインタフェースにポップアップメッセージが表示さ
れる (7126194)」

はい

▼ サーバーにハードディスクがないとファーム
ウェアの更新タスクが失敗する (7178868)
サーバーにHDDがない場合、Oracle System Assistantファームウェアの更新タスクが
失敗します。ポップアップウィンドウが表示され、次のエラーメッセージが報告さ
れます。

27



Oracle System Assistant failed to get firmware version for the following components:

回避方法

1つ以上のHDをサーバーに追加し、ファームウェアの更新タスクを再度実行しま
す。

ユーザーは SPを更新するためにフル管理者ロール特権
が必要である (7158820)

USB/LANローカルホスト相互接続を使用してOracle System AssistantからOracle
ILOM/SPファームウェアを更新する際に、ログインプロンプトが表示されま
す。ファームウェアの更新を実行するには、root、管理者、または高度な (aucro)
ロール特権を持つユーザーとしてログインする必要があります。

注 –ローカルのホスト相互接続がUSB/LANではない場合、ログインプロンプトは表
示されません。ただし、SPの更新時間は増えます (ローカルホストの相互接続が
USB/LANでない場合に最大 40分)。相互接続方法は、Oracle ILOMの「Local Host
Interconnect」設定によって決まります。

ファームウェアの更新手順については、『Oracle X4シリーズサーバー管理ガイ
ド』を参照してください。

一部のオペレーティングシステムでOracle System
Assistant USBデバイスをマウントできない

Oracle VM 3.0、Oracle Solaris 10、およびいくつかのバージョンの Linuxなど、一部の
オペレーティングシステムで、Oracle System Assistant USBデバイスが自動マウントさ
れません。デバイスにアクセスするには、手動でデバイスをマウントする必要があ
ります。Oracle VM 3.0、Oracle Solaris 10、および Linuxベースのシステムにデバイス
をマウントする方法の手順については、『Oracle X4シリーズサーバー管理ガイ
ド』を参照してください。

▼ Oracle System Assistantが「user」という
ユーザー名をサポートしていない (7153741)
Oracle System Assistantサービスプロセッサ構成タスクでは、「user」という
ユーザー名でユーザーを作成できません。また、Oracle ILOMを使用して「user」と
いう名前のユーザーを作成することはできますが、上記タスクでそのユーザーを削
除または変更することはできません。

●

ユーザーは SPを更新するためにフル管理者ロール特権が必要である (7158820)
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回避方法:

ユーザー名userのユーザーを作成、削除、および変更する場合は、Oracle ILOM Web
インタフェースまたはコマンド行インタフェースを使用します。

Oracle ILOMの使用法については、次にあるOracle Integrated Lights Out Manager
(ILOM)ドキュメントライブラリを参照してください。

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ilom31

▼ Windows 2008で仮想 Ethernetデバイスがインス
トールされていないと報告される (7129124)
Windows Server 2008 SP2およびWindows Server 2008 R2 SP1ドライバをインストールし
たあと、Windows Device Managerによって仮想 Ethernetデバイスがインストールされ
ていないと報告されます。Oracle System Assistantは、このインタフェースのドライバ
を提供していません。このドライバは、Oracle Hardware Management Packで入手でき
ます。

回避方法:

次のいずれかを実行します。

■ このドライバを入手するには、Oracle Hardware Management Packをインストールし
ます。この管理パックは、Oracle System Assistantで補助ツールとして使用できま
す。

■ このデバイスを無効にしてWindows Device Managerに表示されないようにするに
は、次のコマンドを実行します。

ilomconfig disable interconnect

▼ Oracle System Assistantを使用して Sun Storage 6 Gb
SAS PCIe HBAをレガシーBIOSファームウェアから
UEFI BIOSファームウェアに更新できない
(7123372)
Oracle System Assistantを使用して、Sun Storage 6 Gb SAS PCIeホストバスアダプタ
(HBA)をレガシー (非UEFI) BIOSファームウェアからUEFI BIOSファームウェアに更
新することはできません。

●

●

一部のオペレーティングシステムでOracle System Assistant USBデバイスをマウントできない
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HBAをUnified Extensible Firmware Interface (UEFI) BIOSファームウェアに更新するに
は、2つのファームウェアの更新を連続して行う必要があります。Oracle System
Assistantでは、1つのHBAに対してファームウェアの更新を連続して実行すること
はできません。そこで、代わりに、LSI sas2flashユーティリティーを使用します。

次の回避策を実行することで、LSI sas2flashユーティリティーを使用してHBA
ファームウェアを更新します。

次から、OSバージョン固有の sas2flashユーティリティーをダウンロードします。

http://www.lsi.com/sep/Pages/oracle/sas_6gbs_support.aspx

コントローラ番号を確認するため、sas2flash ユーティリティーを使用して、取り付
け済み SAS2 (Sun Storage 6 Gb SAS PCIe) HBAをすべてリスト表示します -> sas2flash

-listall

HBAを更新するため、次の sas2flashコマンドを実行します。ここで、nは、手順 2
の sas2flash listコマンドによって表示されたコントローラ番号です。
-> sas2flash -c n -f fw-rem-11050000-0a030019.bin

-> sas2flash -c n - b x64sas2-07180207.rom

-> sas2flash -c n - b mptsas2-7210400.rom

▼ Windowsダウンロードファイルを解凍すると
き「Path too Long (パス名が長過ぎる)」エラーが
発生する (7116803)
デフォルトのWindows Server 2008/2008R2圧縮ユーティリティーを使用してMOSか
らダウンロードしたWindowsパッケージを解凍すると、パスが長過ぎるという旨の
エラーが表示されることがあります。パスの長さは、Windows OSによって決まりま
す。ドライブ文字、コロン、バックスラッシュ、バックスラッシュで区切られた名
前要素、および末尾のNULL文字を含む最大パスは、260文字と定義されています。

回避方法:

サードパーティー製の圧縮ユーティリティーを使用します。

サードパーティー製のユーティリティーの中には、Windowsのデフォルト圧縮
ユーティリティーとは異なり、より長い最大パス長を使用できるものがあります。

1

2

3

●

一部のオペレーティングシステムでOracle System Assistant USBデバイスをマウントできない

Sun Blade X4-2Bプロダクトノート • 2013年 9月30

http://www.lsi.com/sep/Pages/oracle/sas_6gbs_support.aspx


▼ 「Launch」ボタンを使用してOracle System
Assistantを起動するとOracle ILOM Webインタ
フェースにポップアップメッセージが表示される
(7126194)
Oracle ILOM Webインタフェースの「Summary」ページには、ホストの電源ステータ
スインジケータが表示され、ホストの電源ステータスが正しく反映されます。とこ
ろが、Oracle System Assistantの「Launch」ボタンをクリックすると、ホストの電源ス
テータスインジケータにホストの電源ステータスが正しく反映されなくなり、次の
ようなポップアップメッセージが表示されることがあります。

Cannot retrieve host power status

ポップアップメッセージを無視し、Webブラウザを手動でリフレッシュしてページ
のホスト電源状態情報を更新します。

●

一部のオペレーティングシステムでOracle System Assistant USBデバイスをマウントできない

31



32



Linuxの現時点での問題点

このセクションの各トピックでは、Sun Blade X4-2B上で動作する Linux OSの問題点
について説明します。次の表は、このセクションで取り扱う問題点の一覧です。

問題点へのリンク 回避方法

34ページの「Unbreakable Linux Kernel Release 2を含むRHELまたはOL 6.4シス
テムで BurnInTest 3.1によってカーネルパニックが発生する (17047864)」

はい

34ページの「UEFIブートモードを使用して、Oracle Linux 6.3および 6.4を iSCSI
にインストールできない (15807672)」

はい

34ページの「RHEL 6.4で hwmgmtdサービスが正しく起動しない (16975947)」 はい

35ページの「Sun Blade 6000 Virtualized 40 GbE NEMによるリブート時にOracle
Linux 6.4 Sシステムがハングすることがある (16632764)」

はい

35ページの「SLES 11 SP2および 3システムがUEFI BIOSモードでブートしない
ことがある (16817765)」

はい

35ページの「ACPI C-StateがOracle Linux 6.4を実行するサーバーで機能しない
(16870068)」

はい

36ページの「Oracle Linux 5.9または 6.4をリブートするか、または電源を入れ
直したあとに、CPUが低周波数のままになる (16728705, 17181067)」

はい

36ページの「Libparted Disk Probe時にOracle Linux 6.1のインストールが失敗す
る (15770848)」

はい

37ページの「ホストのリセットにより、Linuxシステムがハングアップする
(16009236)」

はい

Broken Link (Target ID: GNJTH) はい

37ページの「Oracle Linux 6.2以降、Oracle ILOMがシステム情報を取得しない
(7175441)」

はい

37ページの「Linuxの一部のバージョンにOracle System Assistant USBデバイス
をマウントできない」

該当なし
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▼ Unbreakable Linux Kernel Release 2を含むRHELま
たはOL 6.4システムでBurnInTest 3.1によって
カーネルパニックが発生する (17047864)
Red Hat Enterprise LinuxまたはOracle Linux 6.4システムで、PassMark BurninTest Linux
V3.1の実行後、システムをリブートするかシャットダウンすると、シャットダウン
の最終段階でカーネルにパニックが発生することがあります。これは、Intel SSD
100Gまたは 400Gを搭載するシステムに影響します。

カーネルパニックは、システムの動作に影響しません。エラーメッセージは無視で
き、システムの電源を入れ直するか、または電源を切ります。

回避方法

この構成を持つシステムに対して、PassMark BurninTest Linux V2.1を使用します。

▼ UEFIブートモードを使用して、Oracle Linux 6.3お
よび6.4を iSCSIにインストールできない
(15807672)
iSCSIデバイスへのOracle Linux 6.3および 6.4のインストール時に、UEFIブート
モードを使用できません。

回避方法

インストールにはレガシーBIOSブートモードを使用してください。

▼ RHEL 6.4でhwmgmtdサービスが正しく起動しな
い (16975947)
RHEL 6.4で、Oracle Hardware Management Packのインストール後、hwmgmtdサービス
が正常に起動せず、ILOMから正しいシステム情報を取得できません。

回避方法

hwmgmtdサービスの起動 (/etc/init.d/hwmgmtd start)の 60秒以内に、IPMIサービス
(/etc/init.d/ipmi start)を再起動します。

●

●

●

Linuxの現時点での問題点
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▼ Sun Blade 6000 Virtualized 40 GbE NEMによるリ
ブート時にOracle Linux 6.4 Sシステムがハングす
ることがある (16632764)
sxge NICデバイスを使用したOracle Linux 6.4ブレードシステムで、sxgeデバイスに静
的 IPアドレスが割り当てられていないか、IPアドレスを取得するために、DHCP
サーバーに接続できない場合、リブート時にハングアップすることがあります。

コンソールに最後に表示されるのは、「iptables: Unloading modules:」です。

回避方法

次のいずれかを実行します。

■ sxgeデバイスに静的 IPアドレスを割り当てるか、DHCPサーバーから IPアドレス
を取得できることを確認します。

■ /etc/sysconfig/iptables-configの IPTABLES_MODULES_UNLOAD値を yesから noに変
更します。

▼ SLES 11 SP2および3システムがUEFI BIOSモードで
ブートしないことがある (16817765)
Option ROMを有効にしたデュアル 16Gbファイバチャネルまたはデュアル 10 GbE
HBA (Qlogic)を取り付けた SLES 11 SP2および 3を実行するシステムは、UEFI BIOS
ブートモードでブートできません。

回避方法

BIOSセットアップユーティリティーで、デュアル 16Gbファイバチャネルまたは
デュアル 10 GbE HBA (QLogic)に接続するPCIe EMスロットのOpROMオプションを無効
にします。

▼ ACPI C-StateがOracle Linux 6.4を実行する
サーバーで機能しない (16870068)
Oracle Linux 6.4を実行している場合、CPUはC3およびC6 CPU Cステートに入りま
せん。

回避方法

●

●

Linuxの現時点での問題点

35



/boot/grub/menu.lstの先頭の行に次のパラメータを追加します。
intel_idle.max_cstate=0

サーバーをリブートします。

▼ Oracle Linux 5.9または6.4をリブートするか、ま
たは電源を入れ直したあとに、CPUが低周波数の
ままになる (16728705, 17181067)
パワーバジェットに上限が設定されている場合、Oracle Linux 5.9または 6.4システム
がリブートするか、電源を入れ直したあとに、CPUが低周波数のままになることが
あります。

回避方法

変更するCPU情報を表示します。次のように入力します。
# cat /proc/cpuinfo | grep processor

サポートされている最大のCPU周波数を取得します。次のように入力します。
# cat /sys/devices/system/cpu/cpuN/cpufreq/cpuinfo_max_freq

ここで、Nは変更するCPU IDです。

各CPU IDの scaling_max_freqを取得します。次のように入力します。
# cat /sys/devices/system/cpu/cpuN/cpufreq/scaling_max_freq

スケーリング最大周波数が、サポートされる最大周波数より小さい場合、各CPU
で、新しいスケーリング最大周波数を設定します。次のように入力します。
# echo $max_frequency > /sys/devices/system/cpu/cpuN/cpufreq/scaling_max_freq

ここで、$max_frequencyは手順 2で示す、特定された最大周波数です。

新しいスケーリング最大周波数を検証します。次のように入力します。
# cat /sys/devices/system/cpu/cpuN/cpufreq/cpuinfo/scaling_max_freq

▼ Libparted Disk Probe時にOracle Linux 6.1のインス
トールが失敗する (15770848)
libpartedで既存のパーティションが検出された場合に、libparted disk probe時に
Oracle Linux 6.1のインストールが失敗することがあります。

1

2

1

2

3

4

5
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回避方法

Oracle Linux 6.1のインストールを開始する前に、既存のパーティションとデータのあ
るディスクをクリアします。

たとえば、インストールを開始する前に、ddコマンドを使用して、ディスクをクリ
アします。

▼ ホストのリセットにより、Linuxシステムがハン
グアップする (16009236)
ホストのリセット (電源の入れ直しをしないシステムのソフトウェアリセット)後
に、サーバーの統合 I/0ユニットのVPP (Virtual Pin Port)により、システムが停止 (ハ
ングアップ)することがあります。

回避方法

システムの電源を入れ直します。

電源のリセットには、電源の入れ直し (電源のオフとオン)を含みます。

▼ Oracle Linux 6.2以降、Oracle ILOMがシステム情報
を取得しない (7175441)
Oracle System AssistantはOracle Hardware Management Pack RPMをインストールします
が、hwmgmtエージェントがRPMのインストールに含まれておらす、手動で起動す
る必要があります。

回避方法

hwmgmtエージェントを手動で起動します。
Oracle Hardware Management Packのドキュメントを参照してください。

http://www.oracle.com/goto/OHMP/docs

Linuxの一部のバージョンにOracle System Assistant USB
デバイスをマウントできない

エントリ28ページの「一部のオペレーティングシステムでOracle System Assistant
USBデバイスをマウントできない」を参照してください。

●

●

●

Linuxの一部のバージョンにOracle System Assistant USBデバイスをマウントできない
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Oracle VMおよびVMware ESXiに関する問
題

このセクションの各トピックでは、Sun Blade X4-2BにおけるOracle VMおよび ESXi
ソフトウェアの問題点について説明します。

■ 39ページの「Oracle VMの現時点での問題点」
■ 41ページの「VMware ESXiの現時点での問題点」

Oracle VMの現時点での問題点
このセクションの各トピックでは、Sun Blade X4-2BにおけるOracle VM OSの問題点
について説明します。次の表は、このセクションで取り扱う問題点の一覧です。

問題点へのリンク 回避方法

39ページの「Oracle VM 3は PCIe EMホットプラグをサポートしない (16566061)」 はい

40ページの「大容量メモリー構成のOracle VMのインストールでは追加の手順が必
要 (7195262)」

該当なし

41ページの「Oracle VM 3.0.x上でOracle System AssistantのUSBデバイスをマウント
できない (7149878)」

該当なし

41ページの「Oracle VM 3.0上で日付が間違っている (7061790)」 なし

▼ Oracle VM 3はPCIe EMホットプラグをサポートし
ない (16566061)
Oracle VM 3.Xを実行するサーバーの PCIe EMをホットスワップしようとする
と、サーバーがリブートすることがあります。Oracle VM3はホットプラグおよび
ホットスワップをサポートしていません。

回避方法

PCIe EMをホットプラグまたはホットスワップしないでください。PCIe EMのホットプ
ラグおよびホットスワップはサポートされていません。

●
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▼ 大容量メモリー構成のOracle VMのインストール
では追加の手順が必要 (7195262)
大容量メモリー構成のOracle VMのインストールでは、Oracle System Assistantシェル
を使用する追加の手順が必要です。

■ この手順では、viエディタに関する知識が必要です。
■ Oracle System Assistantの起動と使用の詳細については、『Oracle X4シリーズ
サーバー管理ガイド』を参照してください。

Oracle System Assistantを起動します。

ブート画面またはOracle ILOMからOracle System Assistantを起動できます。

シェルを起動するには、「Advanced」タブをクリックし、「Shell」タブをクリック
し、「Start Shell」ボタンをクリックします。

シェルターミナルウィンドウが表示されます。シェルプロンプトが表示されます。

#

/opt/osa/etc/osInstall/syslinux.ovm.cfgにある syslinux.ovm.cfgファイルを編集します。

# vi /opt/osa/etc/osInstall/syslinux.ovm.cfg

すべてのラベルに次のパラメータを追加します。

dom0_mem=max:128G (レスキューラベルの場合はmax:126G)

編集後、ファイルは次のようになるはずです。

# Copyright (c) 2011, 2012, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

default ks

prompt 1

timeout 30

display boot.msg

F1 boot.msg

F2 options.msg

label xen

kernel mboot.c32

append xen.gz dom0_mem=max:128G --- vmlinuz --- initrd.img

label p2v

kernel mboot.c32

append xen.gz dom0_mem=max:128G --- vmlinuz p2v --- initrd.img

label rescue

kernel mboot.c32

append xen.gz dom0_mem=max:126G --- vmlinuz rescue --- initrd.img

label ks

kernel mboot.c32

append xen.gz dom0_mem=max:128G --- vmlinuz ks=file:/ks.cfg --- initrd.img

始める前に

1

2

3

4
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Oracle VM 3.0.x上でOracle System AssistantのUSB
デバイスをマウントできない (7149878)
エントリ 28ページの「一部のオペレーティングシステムでOracle System Assistant
USBデバイスをマウントできない」を参照してください。

Oracle VM 3.0上で日付が間違っている (7061790)
Oracle VMサーバーは、現在年が 2005年の状態でブートされることがありま
す。SP、Host TOD、およびRTCのクロックは同期されていないため、サーバーを
ブートするたびに常に正しい時間設定が維持されるとはかぎりません。

VMware ESXiの現時点での問題点
このセクションの各トピックでは、Sun Blade X4-2BにおけるVMware ESXiソフト
ウェアの問題点について説明します。次の表は、このセクションで取り扱う問題点
の一覧です。

問題点へのリンク 回避方法

41ページの「ESXiでOracle System AssistantのUSBデバイスをマウントできない
(7154313)」

なし

ESXiでOracle System AssistantのUSBデバイスをマ
ウントできない (7154313)
ESXiサーバー上ではOracle System Assistant USBデバイスをマウントできません
が、同デバイスには、GUEST OSのインストール後、ESXiクライアント経由でアク
セスできます。

ESXiでOracle System AssistantのUSBデバイスをマウントできない (7154313)
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Oracle Solarisの問題点

このセクションでは、Sun Blade X4-2BでサポートされているOracle Solarisオペ
レーティングシステムに関する問題点について説明します。

■ 43ページの「Oracle Solaris 10 1/13の必須パッチ」
■ 43ページの「Oracle Solaris 10および Solaris 11 OSの現時点での問題点」

Oracle Solaris 10 1/13の必須パッチ
Oracle Solaris 10 1/13をサーバーにインストールする前に、次の表に示されている
パッチをインストールしてください。

必要なパッチ 修正済みCR 説明

150179-01 15755801、15807688 このパッチは Ivy Bridge-EPベースのXeon E5プ
ロセッサのサポートを提供します。

150385-01 15786384 このパッチは、hcts conn5_netテストの実行時
のシステムのハングアップの問題を修正しま
す。

148678-01 16384609 このパッチはOracle Solarisオペレーティングシ
ステムのブート時のカーネルパニックの問題を
修正します。

Oracle Solaris 10および Solaris 11 OSの現時点での問題点
このセクションの各トピックでは、Sun Blade X4-2BにおけるOracle Solaris 10および
Solaris 11 OSの問題点について説明します。次の表は、このセクションで取り扱う問
題点の一覧です。

問題点へのリンク 回避方法

44ページの「FMAの 2つのHAを使用する前に、SRU 11でインストール済みの
Oracle Solaris 11.1オペレーティングシステムをアップグレードする
(17243186)」

なし
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問題点へのリンク 回避方法

44ページの「Oracle Solaris X86でデュアル 8Gbファイバチャネルとデュアル 1
GbE (Emulex)がサポートされない」

なし

44ページの「Desktop Packageを含む Solaris 11.1は ILOMを使用して電源をオフ
にできない (16816951)」

はい

45ページの「sys-unconfigの実行後、システムがハングアップしたように見え
る (16353003」

はい

45ページの「Oracle Solaris 11.1を Linux iSCSIターゲットにインストールできな
い (16274469)」

はい

45ページの「Oracle Solaris 10 1/13および 11.1で、QDR IB-HCA PCI-E Gen2
Mellanox ConnectX-2 Base EMのホットプラグが失敗することがある
(7074000、7098279)」

はい

46ページの「システムのブート中に警告が表示される (6913723)」 なし

FMAの2つのHAを使用する前に、SRU 11でイン
ストール済みのOracle Solaris 11.1オペレーティン
グシステムをアップグレードする (17243186)
サーバーに 2.7 GHz、12コア、130Wプロセッサを搭載しており、Fault Management
Architecture (FMA)の 2つのホームエージェント (HA)機能を使用する必要がある場
合、オペレーティングシステムを使用する前に、Support Repository Update (SRU) 11
によって、インストール済みのOracle Solaris 11.1オペレーティングシステムをアップ
グレードする必要があります。

Oracle Solaris X86でデュアル8Gbファイバチャネ
ルとデュアル1 GbE (Emulex)がサポートされない
Oracle Solarisで Sun Blade X4-2Bを使用している場合、デュアル 8Gbファイバチャネ
ルとデュアル 1 GbE (Emulex)はこのシャーシにインストールできません。

▼ Desktop Packageを含む Solaris 11.1は ILOMを使用
して電源をオフにできない (16816951)
Desktop Packageを含む Solaris 11.1は ILOM WebインタフェースまたはCLIを使用して
電源をオフにできません。

回避方法

FMAの 2つのHAを使用する前に、SRU 11でインストール済みのOracle Solaris 11.1オペレーティングシステムをアップグレードす
る (17243186)
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/usr/share/dbus-1/services/gnome-power-manager.serviceで、--verboseを
Exec=/usr/bin/gnome-power-managerの行に追加します。
編集した行は次のようになります。

Exec=/usr/bin/gnome-power-manager--verbose

GNOMEパネルのメニューリストから「System」->「Preferences」->「Startup
Applications」を選択します。

「Power Manager」->「Edit」を選択します。

コマンドを gnome-power-manager --verbose に変更します。

▼ sys-unconfigの実行後、システムがハングアップ
したように見える (16353003
sys-unconfigの実行時、Javaコンソール (console=text)で init 0および uadmin 1 6が機能
して完了しません。このコマンドは、ttyaコンソールで機能します。

回避方法

Solarisをブートする前にコンソールを ttyaにリダイレクトします。

▼ Oracle Solaris 11.1を Linux iSCSIターゲットにイン
ストールできない (16274469)
Linuxターゲットのレガシー iSCSIモードで Sun Blade X4-2Bに Solaris11.1をインス
トールしないでください。

回避方法

インストールには、SolarisまたはWindows iSCSIターゲットを使用してください。

▼ Oracle Solaris 10 1/13および11.1で、QDR IB-HCA
PCI-E Gen2 Mellanox ConnectX-2 Base EMのホットプ
ラグが失敗することがある (7074000、7098279)
Solaris 10 1/13 OSおよび Solaris 11.1 OSで、QDR IB-HCA PCI-E Gen2 Mellanox
ConnectX-2 Base EMのホットプラグが失敗することがあります。

回避方法

1

2

3

4

●

●

Oracle Solaris X86でデュアル 8Gbファイバチャネルとデュアル 1 GbE (Emulex)がサポートされない
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EMをホットプラグするには、次のコマンドを実行します。
# rem_drv iser

# rem_drv rdsv3

# reboot

▼ システムのブート中に警告が表示される
(6913723)
Solaris 10 8/11 OSのシステムブート中に次のような警告がコンソールに表示されるこ
とがあります。

WARNING: pci_process_acpi_device: invalid _BBN 0xfc

これらの警告は害がないため、無視してかまいません。

●

●

Oracle Solaris X86でデュアル 8Gbファイバチャネルとデュアル 1 GbE (Emulex)がサポートされない
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Windowsに関する問題

このセクションの各トピックでは、Sun Blade X4-2B上で動作するWindows OSの問題
点について説明します。次の表は、問題と発表の一覧です。

問題点へのリンク 回避方法

47ページの「デュアル 16Gbファイバチャネルまたはデュアル 10 GbE HBA (QLogic)
カードのホットプラグにより、Windows 2012がクラッシュすることがある
(17058802)」

なし

47ページの「インストール済みの LinuxシステムにWindows OSをインストールす
る前に、BIOSを出荷時デフォルトにリセットする (15890512)」

はい

48ページの「hwmgmtcliツールの起動時のエラーメッセージ (15909859)」 はい

デュアル16Gbファイバチャネルまたはデュアル10 GbE
HBA (QLogic)カードのホットプラグにより、Windows
2012がクラッシュすることがある (17058802)

Sun Blade 6000モジュラーシステムシャーシ内のデュアル 16Gbファイバチャネルまた
はデュアル 10 GbE HBA (QLogic) PCIe EMカードの頻繁なホットプラグと取り外しに
より、Windows 2012サーバーモジュールがクラッシュすることがあります。

▼ インストール済みの LinuxシステムにWindows OS
をインストールする前に、BIOSを出荷時デフォル
トにリセットする (15890512)
インストール済みの LinuxシステムにWindows 2012 OSをインストールすると、致命
的なエラーが発生する可能性があります。

回避方法
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Linuxがインストール済みのシステムにWindowsをインストールする必要がある場合
は、Windowsをインストールする前に、BIOSを出荷時デフォルトにリセットしてく
ださい。

▼ hwmgmtcliツールの起動時のエラーメッセージ
(15909859)
Windows 2008 SP2およびWindows 2008 R2のインストール後に、Oracle HMPツールの
hwmgmtcliが機能しないことがあります。hwmgmtcliが呼び出されると、次のエ
ラーメッセージが表示されます。

This application has failed to start because hwmgmtcommon.dll was not found.

Re-installing the application may fix this problem.

SNMPエージェントが最初にインストールされていない場合、Oracle HMP
エージェントがインストールされません。Oracle Hardware Management Agentをイン
ストールする前に SNMPがインストールされている必要があります。

回避方法

SNMPサービスをインストールします。

oracle-hmp-agents.msiファイルをクリックして、Oracle HMPエージェントを再インス
トールします。

oracle-hmp-agents.msiファイルはOracle HMPソフトウェアパッケージにあります。51
ページの「サーバーファームウェアおよびソフトウェアの更新の入手」を参照して
ください。

●

1

2

デュアル 16Gbファイバチャネルまたはデュアル 10 GbE HBA (QLogic)カードのホットプラグにより、Windows 2012がクラッシュす
ることがある (17058802)
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ドキュメントの正誤情報

このセクションには、Sun Blade X4-2Bドキュメントまたはサービスラベルのエ
ラーに関する情報が含まれます。次の表は、このセクションで取り扱う問題点の一
覧です。

問題点へのリンク 回避方法

49ページの「サービスラベルに表示されたREMケーブル」 なし

サービスラベルに表示されたREMケーブル
X4-2Bサービスラベルには、サーバーモジュールマザーボード上のREMストレージ
ドライブケーブルが点線で表示されます。このケーブルは、Sun Blade X42-B
サーバーモジュールでサポートされていません。
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サーバーファームウェアおよびソフト
ウェアの更新の入手

このセクションでは、サーバーファームウェアおよびソフトウェアの更新にアクセ
スするためのオプションについて説明します。

説明 リンク

サーバーファームウェアとソフトウェアの更
新について説明します。

51ページの「ファームウェアとソフトウェアの更
新」

ファームウェアおよびソフトウェアへのアク
セスオプションについて説明します。

52ページの「ファームウェアとソフトウェアへの
アクセスオプション」

使用可能なファームウェアおよびソフト
ウェアのリリースを確認します。

52ページの「ソフトウェアリリース」

Oracle System Assistant、My Oracle Support、ま
たは物理メディアのリクエストを使って
ファームウェアおよびソフトウェアを取得す
る方法について学びます。

54ページの「MOSまたは PMRからのファーム
ウェアおよびソフトウェアの取得」

ファームウェアおよびソフトウェアの更新を
その他の方法を使ってインストールします。

58ページの「その他の方法による更新のインス
トール」

ファームウェアとソフトウェアの更新
サーバーのファームウェアやソフトウェアは定期的に更新されます。これらの更新
はソフトウェアリリースとして使用可能になります。ソフトウェアリリース
は、サーバーで使用できるすべてのファームウェア、ソフトウェア、ハードウェア
ドライバ、ツール、およびユーティリティーを含む、ダウンロード可能なファイル
(パッチ)のセットです。これらのファイルは一緒にテストされ、使用する
サーバーで動作することが確認されています。

サーバーファームウェアおよびソフトウェアは、新しいソフトウェアリリースが入
手可能になり次第、更新してください。ソフトウェアリリースには、多くの場合は
バグの修正が含まれており、サーバーを更新することで、サーバーファームウェア
およびソフトウェアが最新であることが保証されます。
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ソフトウェアリリースの各パッチに付属するReadMeドキュメントには、そのパッチ
に関する情報 (前回のソフトウェアリリースから変更された点や変更されていない
点、今回のリリースで修正されたバグなど)が含まれています。

サーバードキュメントの一部であるプロダクトノートでは、サーバーでサポートさ
れる最新リリースのサーバーソフトウェアリリースが特定されます。

ファームウェアとソフトウェアへのアクセスオプション
サーバーのファームウェアやソフトウェアの最新リリースを取得するには、次のい
ずれかのオプションを使用します。

■ Oracle System Assistant - Oracle System Assistantは、出荷時にインストールされてい
る、Oracleサーバー用のオプションであり、最新のソフトウェアリリースを簡単
にダウンロードおよびインストールできるようにします。

Oracle System Assistantの使用については、『Oracle X4シリーズサーバー管理ガイ
ド』 (http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs)を参照してください。
My Oracle Support –すべてのシステムソフトウェアリリースは、http://

support.oracle.comのMy Oracle Supportから入手できます。
My Oracle Support Webサイトで入手できるものについては、54ページの「My
Oracle Supportを使用してファームウェアとソフトウェアをダウンロードする」を
参照してください。

My Oracle Supportからソフトウェアリリースをダウンロードする手順について
は、55ページの「物理メディアのリクエスト」を参照してください。

■ 物理メディアのリクエスト (PMR) - My Oracle Supportから入手可能な 1つ以上のソ
フトウェアリリースを含んだDVDをリクエストできます。
詳細は、55ページの「物理メディアのリクエスト」を参照してください。

■ その他の方法 – Oracle Enterprise Manager Ops Center、Oracle Hardware Management
Pack、またはOracle ILOMを使ってサーバーのソフトウェアおよびファーム
ウェアを更新できます。

詳細は、58ページの「その他の方法による更新のインストール」を参照してく
ださい。

ソフトウェアリリース
My Oracle Support上のソフトウェアリリースは、製品ファミリ (Sun Serverなど)、続
いて製品 (特定のサーバーやブレード)、そして最後にソフトウェアリリースの
バージョンによってグループ化されています。ソフトウェアリリースに
は、サーバーまたはブレードの更新されたソフトウェアやファームウェアがすべて
ダウンロード可能な一連のファイル (パッチ)として含まれており、それに含まれる

ファームウェアとソフトウェアへのアクセスオプション
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ファームウェア、ドライバ、ツール、ユーティリティーはすべて一緒にテストさ
れ、サーバーとの互換性が保証されています。

各パッチは zipファイルで、ReadMeファイル、およびファームウェアやソフト
ウェアファイルを含むサブディレクトリセットが格納されています。ReadMeファイ
ルには、前回のソフトウェアリリース以降に変更されたコンポーネントおよび修正
されたバグの詳細が記載されています。

My Oracle Supportでは、次の表で説明するようなサーバー用の一連のソフトウェアリ
リースが提供されています。これらのソフトウェアリリースを取得するには、My
Oracle Supportからファイルをダウンロードするか、あるいは物理メディアのリクエ
スト (PMR)をOracleに対して発行します。あるいは、Oracle System Assistantを
使って同じファームウェアやソフトウェアをサーバーにダウンロードすることもで
きます。

パッケージ名 説明
このパッケージをダウンロードするタ
イミング

X4-x SW release – Firmware Pack Oracle ILOM、BIOS、およびオプ
ションカードファームウェアを
含む、すべてのシステム
ファームウェアを格納していま
す。

最新のファームウェアが必要で
す。

X4-x SW release – OS Pack 特定のOSのすべてのツール、ド
ライバ、およびユーティリ
ティーのパッケージが含まれま
す。OS Packは、サポートされる
オペレーティングシステムの
バージョンごとに入手できま
す。

ソフトウェアには、Oracle
Hardware Management Packおよ
び LSI MegaRAIDソフトウェアが
含まれます。

Windows OSの場合、このOS
Packには Intel Network Teaming
and Install Packも含まれます。

OS固有のツール、ドライバ、ま
たはユーティリティーを更新す
る必要があります。

X4-x SW release – All Packs Firmware Pack、すべてのOS
Pack、およびすべてのドキュメ
ントを含みます。

このパックには、Oracle VTSや
Oracle System Assistantイメージは
含まれません。

システムファームウェアとOS固
有のソフトウェアの組み合わせ
を更新する必要があります。

ソフトウェアリリース
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パッケージ名 説明
このパッケージをダウンロードするタ
イミング

X4-x SW release – Diagnostics Oracle VTS診断イメージを含み
ます。

Oracle VTS診断イメージが必要
です。

X4-x SW release – Oracle System
Assistant Updater

Oracle System Assistant回復および
ISO更新イメージを含みます。

Oracle System Assistantを手動で回
復および更新する必要がありま
す。

MOSまたはPMRからのファームウェアおよびソフト
ウェアの取得

Oracle System Assistantを使用して、最新のソフトウェアリリースを簡単にダウン
ロードして使用できます。詳細については、『Oracle X4シリーズサーバー管理ガイ
ド』 (http://www.oracle.com/goto/x86AdminDiag/docs)を参照してください。

ただし、更新されたファームウェアやソフトウェアを取得するには、My Oracle
Support (MOS)を使用するか、または物理メディアのリクエスト (PMR)をOracleに送
信することもできます。詳細については、次を参照してください。

■ 54ページの「My Oracle Supportを使用してファームウェアとソフトウェアをダウ
ンロードする」

■ 55ページの「物理メディアのリクエスト」

▼ My Oracle Supportを使用してファームウェアとソ
フトウェアをダウンロードする

My Oracle SupportのWebサイト (http://support.oracle.com)にアクセスします。

My Oracle Supportにサインインします。

ページの上部にある「パッチと更新版」タブをクリックします。

画面右に「パッチ検索」ペインが表示されます。

「検索」タブ領域内で、「製品またはファミリ (拡張)」をクリックします。
検索フィールドを含む「検索」タブ領域が表示されます。

「製品」フィールドで、ドロップダウンリストから製品を選択します。

あるいは、製品名 (たとえば、Sun Server X4-2)の全体または一部を、一致するものが
表示されるまで入力します。

1

2

3

4

5

MOSまたは PMRからのファームウェアおよびソフトウェアの取得
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「リリース」フィールドで、ドロップダウンリストからソフトウェアリリースを選
択します。

使用可能なすべてのソフトウェアリリースを表示するには、リストを展開します。

「検索」をクリックします。

「パッチの詳細検索結果」画面が表示され、ソフトウェアリリースのパッチが一覧
表示されます。

入手可能なソフトウェアリリースの説明については、52ページの「ソフトウェアリ
リース」を参照してください。

ソフトウェアリリースのパッチを選択するには、ソフトウェアリリースバージョン
の横のパッチ番号をクリックします。

Shiftキーを使用すると複数のパッチを選択できます。

ポップアップアクションパネルが表示されます。パネルには、「README」、「ダ
ウンロード」、「計画に追加」オプションを含め、いくつかのアクションオプ
ションがあります。「計画に追加」オプションの詳細は、関連するボタンをク
リックして、「なぜ計画を使用するのですか。」を選択してください。

このパッチのReadMeファイルを確認するには、「README」をクリックします。

ソフトウェアリリースのパッチをダウンロードするには、「ダウンロード」をク
リックします。

「ファイル・ダウンロード」ダイアログボックスで、パッチの zipファイル名をク
リックします。

ソフトウェアリリースのパッチがダウンロードされます。

物理メディアのリクエスト
手続き上、Oracle Webサイトからダウンロードできない場合は、物理メディアのリ
クエスト (PMR)をOracleに対して発行することで最新のソフトウェアリリース
パッケージを入手できます。PMRを発行するための推奨の方法は、My Oracle
Support (MOS)のWebサイトを使用することです。

これらのセクションでは、物理メディアのリクエストを発行する際の大まかなタス
クについて説明します。

■ 56ページの「物理メディアのリクエストのための情報の収集」
■ 56ページの「物理メディアのリクエスト (オンライン)」
■ 58ページの「物理メディアのリクエスト (電話)」

6

7

8

9
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物理メディアのリクエストのための情報の収集
物理メディアのリクエスト (PMR)を行うには、サーバーの保証またはサポート契約
が必要です。

PMRを実行する前に、次を行なってください。
■ 製品名、ソフトウェアリリースのバージョン、および必須パッチを入手しま
す。最新版のソフトウェアリリースおよびリクエストしているソフトウェアリ
リースのパッチの名前を知っていると、リクエストを実行しやすくなります。
■ My Oracle Supportにアクセスできる場合 – 54ページの「My Oracle Supportを使
用してファームウェアとソフトウェアをダウンロードする」の手順に
従って、最新のソフトウェアリリースバージョンを確認し、入手可能なソフト
ウェアリリースパッケージ (パッチ)を表示します。パッチのリストを表示し
たあと、ダウンロード手順を続行しない場合は「パッチの詳細検索結果」画面
からほかのページに移動できます。

■ My Oracle Supportにアクセスできない場合 – 52ページの「ソフトウェアリ
リース」の情報を使用して必要なソフトウェアリリースのパッチを特定し、最
新のソフトウェアリリースバージョンのそれらのパッチをリクエストします。

■ 出荷情報を手元に用意します。リクエストの際に、連絡先の名前、電話番号、電
子メールアドレス、会社名、および出荷先住所を入力する必要があります。

▼ 物理メディアのリクエスト (オンライン)
リクエストを行う前に、56ページの「物理メディアのリクエストのための情報の収
集」に記載されている情報を収集します。

My Oracle SupportのWebサイト (http://support.oracle.com)にアクセスします。

My Oracle Supportにサインインします。

ページの右上の「問合せ先」リンクをクリックします。
「サービス・リクエストの作成:問題」画面が表示されます。

リクエストを次のように記述します。

a. 「問題のサマリー」フィールドに PMR for latest software release と入力しま
す。

b. 「問題タイプ」ドロップダウンリストからソフトウェアとOSメディア・リクエ
ストに関する項目を選択します。

c. 「サポート ID」フィールドに、サポート契約に関連付けられたカスタマサポート
IDを入力します。
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「サービス・リクエストの作成:ソリューション」画面をスキップするため、画面右
上隅の「次へ」ボタンを 2回クリックします。

「サービス・リクエストの作成:詳細」画面が表示されます。

次のように、リクエストに関する追加情報を提供します。

a. 「追加情報」セクションで、次の表に記載した質問に答えます。

質問 回答

物理ソフトウェアメディアの送付リクエスト
ですか ?

はい

どの製品ラインに関係するメディアのリクエ
ストですか ?

Sun製品

パッチのダウンロードに必要なパスワードの
確認ですか ?

なし

CD/DVDでのパッチのリクエストですか ? はい

パッチをCDやDVDでご希望の場合、パッチ
の番号、OSとプラットフォームをお知らせく
ださい。

希望するソフトウェアリリースのダウンロードご
とに、パッチ番号を入力してください。

物理メディア送付をリクエストしている製品
の名前とバージョンをリストしてください。

製品名: Sun Blade X4-x

バージョン:最新のソフトウェアリリース番号

リクエストするメディアのOSまたはプラット
フォームは何ですか ?

OS固有のダウンロードをリクエストする場合
は、ここでOSを指定します。システムファーム
ウェアのみをリクエストする場合は、「一般」と
入力します。

この送付に言語は必要ですか ? なし

b. 送付先/連絡先情報 (連絡先の名前、電話番号、電子メールアドレス、会社名、送
付先住所など)を入力します。

「次へ」ボタンをクリックします。

「サービス・リクエストの作成:重大度/連絡先」画面が表示されます。

連絡先電話番号と好みの連絡手段を入力します。

「発行」ボタンをクリックします。

これで、物理メディアのリクエストが完了します。物理メディアを受け取るま
で、最大 7営業日かかる可能性があります。
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▼ 物理メディアのリクエスト (電話)
リクエストを行う前に、56ページの「物理メディアのリクエストのための情報の収
集」に記載されている情報を収集します。

次のOracle Global Customer Support Contacts Directoryにある該当する番号を使用し
て、Oracleサポートに電話をかけます。
http://www.oracle.com/us/support/contact-068555.html

Sun Blade X4-xの物理メディアのリクエスト (PMR)を行いたい旨をOracleサポートに伝
えます。

■ My Oracle Supportから特定のソフトウェアリリースパッケージおよびパッチ番号
の情報が得られる場合は、この情報をサポート担当者に伝えます。

■ ソフトウェアリリースパッケージの情報が見つからない場合は、Sun Server X4-x
の最新のソフトウェアリリースをリクエストします。

その他の方法による更新のインストール
Oracle System AssistantとMy Oracle Supportを使用する以外に、次のいずれかの方法を
使用して、更新されたファームウェアおよびソフトウェアをインストールできま
す。

■ Oracle Enterprise Manager Ops Center – Ops Center Enterprise Controllerを使って
Oracleから自動的に最新のファームウェアをダウンロードするか、Enterprise
Controller内にファームウェアを手動でロードできます。どちらの場合も、Ops
Centerで 1つ以上のサーバー、ブレード、またはブレードシャーシ上にファーム
ウェアをインストールできます。

詳細については、次にアクセスしてください。

http://www.oracle.com/technetwork/oem/ops-center/index.html

■ Oracle Hardware Management Pack – Oracle Hardware Management Pack内の
fwupdate CLIツールを使用すると、システム内部のファームウェアを更新できま
す。

詳細については、次にあるOracle Hardware Management Packのドキュメントライ
ブラリを参照してください。

http://www.oracle.com/goto/OHMP/docs

■ Oracle ILOM – Oracle ILOMのWebインタフェースまたはコマンド行インタ
フェースを使ってOracle ILOMおよび BIOSのファームウェアを更新できます。
詳細は、次にあるOracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.1のドキュメントラ
イブラリを参照してください。

http://www.oracle.com/goto/ILOM/docs
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